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インパクトに関する全体像と施策事例
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農林中央金庫について
農林中金は、全国のJA、JF、JForestを会員とする系統金融機関の全国組織

注 会員数、資産等は2025年3月31日現在

パーパス
（存在意義）

会員
全国の農協、漁協、森林組合
およびその連合会等

リソース

1923年12月20日設立 2023年に100周年設立

総資産 約83.5兆円

資本金 約4.7兆円
職員数 約3,300人

拠点数 23拠点
（国内外拠点・G会社を除く）

約3,200団体

ステークホルダーのみなさまとともに、農林水産業をはぐくみ、
豊かな食とくらしの未来をつくり、持続可能な地球環境に貢献していきます

3



系統組織における農林中央金庫
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出所：農林中央金庫 統合報告書 2025

 農林水産業者の協同組織を基盤とする全国金融機関として、JA（農協）、JF（漁協）、JForest（森組）など会員からの出資や、
JAバンク、JFマリンバンクの安定的な資金調達基盤を背景に、国内外で多様な投融資を行い、資金の効率的な運用を図ることにより、
会員への安定的な収益還元を行う



インパクト創出の取組みの全体像①（インパクト創出に取組む背景）
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 資産（貸出金、有価証券などのバランスシートの左側）における自然資本・生物多様性の関係性のみならず、負債（JAなどからの預金、
ひいては農業者からの貯金）にも気候や自然資本・生物多様性との強いつながりがあるユニークな金融機関。

 負債側、資産側いずれも、自然への依存度が高く、気候変動による影響含め、生態系、水、大気などの毀損は経営上の重要課題の1つ

当金庫と自然との関係性(バリューチェーンを通した自然との接点)

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



インパクト創出の取組みの全体像②（価値創造モデル・６つの資本）
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財務資本だけではな
い、各経営資本への
ポジティブな蓄積

事業活動により社
会へ価値を還元し、
最終的に重要課題
の解決を目指す

出所：農林中金 統合報告書2025



インパクト創出の取組みの全体像③（マテリアリティに紐づくリスク・機会・インパクトの開示）
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出所：農林中金 統合報告書2025



インパクト創出の取組みの全体像④（インパクト指標開示事例）
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出所：農林中金 統合報告書2025出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



施策事例①：インパクトの創出も意図したファイナンス
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インパクト投資
ポジティブ・インパクト・ファイナンス

海外プライベートエクイティ 国内事業戦略投資

出所：農林中金サステナビリティホームページ



施策事例②：農林水産業・地域支援PJのインパクト評価（２）
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高松：四国電力の立ち上げた農業法人に対するVC全体への支援 前橋：系統・行政と連携した農福連携の取組み

出所：農林中金サステナビリティホームページ、統合報告書2025



自然関連の取組み
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投融資ポートフォリオの依存とインパクトの分析からリスクと機会の理解に繋げる
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投融資ポートフォリオ
（クレジット※、法人貸出、株式、債券）

※ クレジット投資、オルタナティブ投資、プロジェクトファイナンスなど

投融資を通じて自然と接点を持つ 依存とインパクトを介したリスクや機会への影響を考慮

当金庫取組



自然関連の取組みの全体像
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農林水産業を基盤とするグローバルな金融機関という組織背景に加えて、TNFDタスクフォースメンバー組織としての活動を踏まえて、自然関連の
取組みは国内外の機運醸成からビジネスまで幅広く実践中、今後も拡大・深化

• 世界で40人のTNFDタスクフォースメン
バーとして、TNFDの始め方や金融機関
向けガイダンスに関与した他、バリュー
チェーン、リスクアセスメントのWGに参加

• TCFDとTNFDを統合した「Climate
& Nature Report」を24年3月に邦
銀で初開示。大学・スタートアップと連携
した分析、ランドスケープアプローチ、食農
VC等の要素を拡充した25年版を8月に
公表

• SMBC、MS＆ADホールディングス、日本
政策投資銀行とともに、Finance 
Alliance for Nature Positive 
Solutions（FANPS）を設立

• 八千代エンジニアリングや日本自然保護
協会との提携を通じて、投融資先への
TNFD開示支援やネイチャーファイナンス
等、自然関連のビジネス開発で協業

• 世界銀行やIFCが発行する生物多様
性保全に向けたボンドへ投資、森林再
生や再生農業につながる資金を供給

• ランドスケープアプローチを重視し、漁
業協同組合が軸としたブルーカーボン
創出海域における自然共生サイト認
定、カーボンクレジット創出等を支援、
横展開

国際的なルールメイキング・
プラクティス形成への貢献

外部との連携による
ビジネス開発等の推進

ネイチャーポジティブに向けた
ファイナンス、プロジェクト構築

当金庫取組



（参考）気候変動と自然の比較
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1
4

圧力 対応（目標） 状態（目標）

気候変動 温室効果ガス排出 二酸化炭素排出量の削減
（ネットゼロ）

気温
（＋1.5°c）

自然

土地/淡水/海水利用の変化
汚染/汚染除去

資源の利用
侵略的外来種

<TNFDグローバル中核指標>

左のものの削減
（？）

2024年10月に候補
（？）

ハイレベル
コミットメント

ポートの排出量・
負荷計測

目標設定

エンゲージメント

報告・開示

パリ協定
（2℃、1.5℃目標）

PCAF

SBT、NZBA
（1.5℃目標整合性を認定）

GFANZ/NZBA/NZAMI

TCFD

気
温

基準や市場慣行主体状態

昆明・モントリオール枠組み
（1.5℃相当の目標不在）

PBAF他

SBT for Nature
（金融機関向けは今後）

（NA100、SPRING）

TNFD

N
PI

に
て
検
討
中

基準や市場慣行主体 状態
気候変動 自然・生物多様性

取組みフロー圧力 圧力

温室効果ガス

土地/淡水/海水利用の変化
汚染/汚染除去

資源の利用
侵略的外来種

（TNFDグローバル中核指標）



Getting Startedの考え方
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TNFDは、TNFD開示を始めるための考え方を整理した「Getting started with adoption of the TNFD Recommendations
（TNFD提言の採用開始）」を公開（日本語訳も公表済み）。まずは着手し、徐々に野心的になることを推奨。

1. 一部の事業や一部の項目でTNFD開示を始めている（今あるもの、できるところから）

2. 今後の開示範囲の拡大に向けた計画を策定している

3. 開示範囲の拡大と計画との乖離状況を確認し、計画を修正する体制を構築している

4. TNFD開示と上記の項目について取締役会の承認を得ている

5. TNFD開示にコミットすることをTNFDのウェブサイトに登録している

なお、当文書では、これらの他に
• 自然に関する理解を深めること
• ステークホルダーへのエンゲージメントを通じて関係者全体の取組みを前に進めること
といった項目も推奨されている

TNFD開示の開始

今回、気候と自然の恵みを受ける「食と農」のサステナビリティを支える当金庫として、初めて気候と
自然を一体的に捉えたレポートを発行しました。本レポートは、気候関連財務情報開示タスク
フォース（TCFD）、自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）の提言に基づき作成した
ものです。もちろん完全なものではありませんし、一層の分析や取組みが必要な事柄を多く含む内
容となっております。それでも、まずはやってみる、Getting startedの精神でチャレンジいたしました。
（Climate&Natureレポート2024 トップメッセージ抜粋）

TNFDとは



TNFDの一般要件
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自然関連の財務開示に対する共通のアプローチを確保するため、TNFDの提言には6つの追加的な一般要件が含まれている

組織は、開示情報に一貫性を持たせるために一般的要求事項を適用することが期待される

一般要件
提言の4つの柱を横断する6つの一般要件

開示提言
TCFDと同じ4つの柱に結びついた、広範に

採用可能な4つの提言

開示提言
TCFDの11の提
言に沿い、さらに
自然に関する3

つを追加

全セクター向けガイダンス
すべての組織に対して推奨される開示
事項を実施するための背景と提言を行

うガイダンス

特定のセクターとバイオームに関する
補足ガイダンス

特定のセクターやバイオームに対する重
要な考慮事項を強調し、潜在的な自
然関連の依存関係、影響、リスク、機

会の全体像を提供するガイダンス

概念的基盤
開示提言のデザインを形成するキーコンセプトとアプローチ

1.マテリアリティの適用

2.開示の範囲設定

3.自然関連課題を発見する場所

4.他の持続可能性関連開示との統合

5.考慮する時間軸

6.組織の自然関連課題の特定と評価における先住
民族、地域社会と影響を受けるステークホルダーと
のエンゲージメント

TNFDとは



TNFD開示提言
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 TNFD提言は気候関連開示のTCFD提言と同じ構造（4つの柱：ガバナンス、戦略、リスクとインパクトのマネジメント、指標と目標）の下、
14の開示提言で構成されている

 TNFD提言は、バリューチェーンを通じた分析、ロケーションに着目した開示が求められている点が特徴的（→地域、農山漁村との関連性）

TNFD開示提言

ガバナンス

自然関連の依存とインパクト、
リスクと機会に関する組織の
ガバナンスを開示する

リスクとインパクト管理

自然関連の依存、インパクト、
リスクと機会を特定し、評価
し、優先順位を付け、管理
するために組織が用いている
プロセスを記述する

指標と目標

自然関連の重要な依存、イ
ンパクト、リスクと機会の評価
と管理に使用する測定指標
とターゲットを開示する

戦略

自然関連の依存、インパクト、
リスクと機会が、組織のビジネ
スモデル、戦略、財務計画に
与える影響を開示する

A.自然関連の依存とインパクト、リ
スクと機会に関する取締役会の監
督について記述する。

B.自然関連の依存、インパクト、リ
スクと機会の評価と管理における管
理者の役割を記述する。

C.自然関連の依存、インパクト、リ
スクと機会に対する組織の評価と
対応において、先住民族、地域社
会、影響を受けるステークホルダー
およびその他のステークホルダーに
関する組織の人権方針とエンゲー
ジメント活動、および取締役会と経
営陣による監督について記述する。

A.組織が特定された短期、中期、
長期の自然関連の依存とインパク
ト、リスクと機会を記述する。

B.自然関連の依存とインパクト、リ
スクと機会が、組織のビジネスモデ
ル、バリューチェーン、戦略、財務的
計画、および実施中の移行計画
や分析に与えた影響を記述する。

C.自然関連のリスクと機会に対する
組織の戦略のレジリエンスを、さまざ
まなシナリオを考慮して記述する。

D.組織の直接操業、および可能
であれば上流と下流のバリュー
チェーンにおいて、優先地域の基
準を満たす資産および／または活
動の所在地を開示する。

A(i) 直接操業における自然関連
の依存とインパクト、リスクと機会を
特定し、評価し、優先順位をつけ
るための組織のプロセスを記述する。
A(ii) 上流と下流のバリューチェー
ンにおける自然関連の依存とイン
パクト、リスクと機会を特定し、評
価し、優先順位をつけるための組
織のプロセスを記述する。

B.自然関連の依存とインパクト、リ
スクと機会をモニタリングするための
組織のプロセスを記述する。

C.自然関連のリスクを特定し、評
価し、管理するためのプロセスが、
組織全体のリスク管理にどのように
統合されているかを記述する。

A.組織が戦略およびリスク管理プ
ロセスに沿って、自然関連の重要
なリスクと機会を評価・管理するた
めに使用する測定指標を開示する。
B.自然への依存とインパクトを評
価・管理するために組織が使用す
る測定指標を開示する。

C.組織が自然関連の依存、インパ
クト、リスクと機会の管理に用いる
ターゲットと目標と、それに対するパ
フォーマンスを記述する。

TCFDの基本構造

ガバナンス

戦略

リスク
管理

指標
と

目標

= TNFD独自の追加項目

TNFD提言

TNFDとは



自然関連（TNFD）は気候変動（TCFD）よりロケーションが重要になる
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依存とインパクトの開示が求められるTNFDは、ロケーションにより依存とインパクトが異なる

温室効果ガスは世界中のどこで排出されても同じ効果だ（とみなされる）が、例えばどこの木を切るか、植えるかで意味が異なる

出所）TNFD、CBDより作成

依存とインパクトの考え方の概要

依存

インパクト 機会

リスク

ビジネス自然

依存

インパクト

ビジネス活動の源泉になっている自然への依存

ビジネス活動が自然に与えるインパクト

自然関連の対応で重要な依存とインパクト

「ビジネスを奨励し、以下を可能にする［中略］すべ
ての大企業、多国籍企業、金融機関の事業、サプライ
チェーン、バリューチェーン、ポートフォリオのリス
ク、依存、生物多様性へのインパクトを定期的に監視、
評価し、透明性をもって開示する」

ターゲット15、昆明・モントリオール生物多様性枠組

TNFDの4つの開示提言における依存とインパクト

TNFDとは



（参考）バリューチェーンの考え方
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出所:GHGプロトコルを参考に農林中央金庫作成

バリューチェーンの上流（Upstream） 直接事業 バリューチェーンの下流（Downstream）

CO2 N2OCH4SF6 PFCs HFCs 

Scope1 Scope3Scope3Scope2

商品やサービス
の購入

電力の購入

資本財

化石燃料やエネル
ギー関係の活動

運輸 操業に伴う廃棄
物の発生

ビジネストラベル

従業員の移動

アセットのリース

企業のファシリティー

企業所有の自動車

運輸

商品販売のた
めの加工製造

販売商品
の使用 販売商品のラ

イフサイクル

アセットのリース

フランチャイズ

投融資

気候変動

自然・生物多様性

土壌 海洋 生態
系 土地 淡水 気候BFEF

Scope1相当 Scope3相当Scope3相当

ビジネス活動の直接事業

農業、食料生産、鉱業、電力、加工業 etc.電力生産

加工プロセス

運輸

アセットのリース原材料生産

運輸

製造

自然資本の直接利用

投融資
製造加工

流通
小売

運輸アセットのリース

Ecological 
Footprint

Biodiversity 
Footprint

 TNFD提言は、バリューチェーンの上流と下流を対象とした依存とインパクトやロケーションなどの要素を考慮した検討の重要性を指摘
 自然関連の開示においては、食料・飲料品セクターはもとより、あらゆるセクターの企業がバリューチェーンにおける自社の上流、すなわち自
然、農林水産業、地域との接点を確認し、持続可能性向上に向けた取り組みを志向することとなる

TNFDとは



TNFDでは、ネガティブ・インパクトはもちろんポジティブ・インパクトの開示をすることが期待されている
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インパクトドライバーの整理

自然変化の要因

気候変動 陸/淡水/海の利
用による変化 資源利用/再生 汚染/汚染除去 侵略的外来種

の導入/駆除

• 炭素クレジット市場とイノ
ベーション - パリ協定第
6条、REDD+、など

• カーボンファーミング - 土
壌、海藻、マングローブ、
森林、など

排出削減

隔離

自然資産
の劣化

自然資産
の再生

生態系
サービスの

質と量の増加

生態系
サービスの

質と量の減少

排出 汚染 リデュース
リユース
リサイクル

変換

外来種
の増加

在来種の
数と多様性の

減少

外来種
の減少

在来種の
数と多様性維持

• 再野生化モデル
• 生物多様性クレジット
• 保全・再生モデル

• 生態系サービスの回復と
向上（例：淡水の涵
養、排水の集水域への
還元）

• ベースラインを超える在
来種の栽培 -追加性の
原則（例：菌糸体製
品のためのキノコ類）

• 廃棄物のリユースや リサ
イクルから、廃棄物を新
たな資源に変換するイノ
ベーションまで、循環型
経済の原則とビジネスモ
デル

• 侵略的外来種の除去に
対してインセンティブを付
与するビジネスモデル

• 在来種を維持するビジネ
ス (野生生物保護区、
サイ債、サンゴ礁の育成、
など)

インパクトドライバーの開示のポイント

• ネガティブ・インパクトとポジティブ・インパクトの区別を
行うこと

• ネガティブとポジティブを合わせて、ネットでの開示を
行わないこと

• 新規事業開発などを通じたポジティブ・インパクトの
創出機会の可能性を開示すること

TNFDとは



（参考）グローバル中核指標：９つの依存とインパクトに関連する指標
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グローバル中核指標は、9つの依存とインパクトに関連する指標と5つのリスクと機会に関連する指標で構成される

土地などの利用変化、汚染、資源の利用、気候変動、外来種などが依存とインパクトに関連する指標として開示を求められる

グローバル中核指標

依存 インパクト リスク 機会

9つの依存とインパクトに
関連する指標

5つのリスクと機会に
関連する指標

14の“グローバル中核指標”

気候変動 GHG排出量 （TCFDと同様）

土地/淡水/海洋
利用の変化

1 土地／淡水／海洋利用の変化の総範囲

2 土地の総フットプリント

汚染・汚染除去

3 土壌に放出された汚染物質の種類別総量

4 汚染水排出

5 廃棄物総発生量

6 プラスチック汚染

7 非GHG大気汚染物質合計

資源の利用
8 水ストレス地域からの取水と消費量

9 土地／海洋／淡水から調達する高リスクの自然産品の量

プレースホルダー:
侵略的外来種 IAS（侵略的外来種）の意図しない導入への対策

プレースホルダー:
自然の状態

自然の状態の測定の重要性を認識しており、LEAP アプローチの評
価フェーズに関する TNFD追加ガイダンスを参照し、組織が自然の
状態の測定指標を開示することを推奨

9つの依存とインパクトに関連するグローバル中核指標

TNFDとは



（参考）グローバル中核指標：5つのリスクと機会に関連する指標および金融機関向けの開示指標

22

リスクと機会に関する5つの指標は、移行リスクと物理的リスクを検討するものやネガティブとポジティブの両方のインパクトに起因するリ
スクと機会を開示することになっている
金融機関向けには、依存とインパクトの観点から重要性が高いセクターや要注意地域の企業へのファイナンスを開示することが提言されている

リスク

1．自然関連の移行リスクに対して、脆弱性があると評価される資
産、負債、収入、および支出の金額（総額および割合）

2．自然関連の物理的リスクに対して、脆弱性があると評価される
資産、負債、収入、および支出の金額（総額および割合）

3．自然に関連するネガティブ・インパクトにより、その年度受けた罰
金、過料、訴訟の内容と金額

機会

4．自然関連の機会に向けて実行された資本支出、融資または、
投資の金額（機会の種類別（規制当局などのグリーン投資タク
ソノミー、業界・NGOのタクソノミー別）に開示する

5．自然に対して、実証可能なポジティブ・インパクトを創出した製
品およびサービスからの収益の増加及び機会

リスクと機会 指標

5つのリスクと機会に関連するグローバル中核指標 金融機関向けの開示指標

重 要 な 自 然
関連の依存と
インパクトが
あると定義さ
れたセクターへ
の エ ク ス ポ ー
ジャー

当該セクターへ
の融資の金額
もしくは割合

当該セクターへ
の投資の金額
もしくは割合
当該セクターか
らのネット収入
保険料または
総保険額の金
額もしくは割合

生物多様性
の観点で重
要性が高い
要注意地域
で事業を行う
企業へのエク
スポージャー

企業への融資
の金額もしくは
割合

企業への投資
の金額もしくは
割合
企業からのネット
収入保険料また
は総保険額の金
額もしくは割合

銀行

投資家

保険

銀行

投資家

保険

TNFDとは



TNFDが推奨するLEAPアプローチ ー 自然との接点を発見し依存とインパクトの課題に対応するアプローチ

23
出所:TNFDv1.0より農林中央金庫作成

組織の潜在的な自然関連の依存関係、インパクト、リスクと機会に関する仮説を創出、LEAP評価のためのパラメータ
ーを決定し、管理と評価チームが目標とスケジュールについて整合的であることを確認するために、内部及び外部のデ
ータと参考情報源の迅速かつハイレベルな事前診断を行う

範囲設定

自然関連の重要な依存とインパクト、リスクと機会がありそうな組織の活動は何か？ 組織内の現在の能力、スキル・データのレベル、組織目標を考慮した場合、評価を実
施するために必要な資源（資金、人材、データ）と時間配分はどのようなものか。

取組の仮説形成 組織の目的とリソースのアライメント

L1
セクター別、バリューチェーン別の
組織の活動内容は？直接操
業はどこで行われているか？

ビジネスモデルと
バリューチェーンのスパン

L2
これらのセクター、バリューチェー
ン、直接操業のうち、自然への
依存とインパクトが高い可能性
のあるものはどれか？

依存とインパクトの
スクリーニング

L3
高依存と高インパクトの可能性
があるセクター、バリューチェーン、
直接操業はどこに位置するか？
生態系と接点はあるか？

自然とのインターフェース

L4
組織のどの活動が、生態学的
に要注意な地域に位置してい
るか。直接操業のうち、要注意
地域にあるのはどこか？

要注意地域との
インターフェース

E1
対象となるセクター、ビジネスプ
ロセス、活動は何か？これらの
セクター、ビジネスプロセス、活
動、評価場所には、どのような
環境資産、生態系サービス、イ
ンパクト要因が関連するのか？

環境資産、生態系サービ
ス、インパクト要因の特定

E2 組織の自然への依存とインパク
トはなにか？

依存とインパクトの特定

E3 自然への依存の規模とスコープ
は？
自然へのネガティブ・インパクトの
深刻さは？自然へのプラスのイ
ンパクトの規模とスコープは？

依存とインパクトの測定

E4
どのインパクトがマテリアルなの
か？

インパクトのマテリアリティ
評価

A1 組織にとってのリスクと機会はな
にか？

リスクと機会の特定

A2
どのような既存のリスク緩和、リ
スクと機会の管理プロセスや要
素をすでに適用しているか？
リスクと機会の管理プロセスと関
連要素（リスク分類法、リスク
目録、リスク許容基準など）を
どのように適応できるか？

既存のリスク緩和との適合
とリスクと機会の管理

A3
どのリスクと機会を優先すべき
か？

リスクと機会の測定と優先
順付け

A4
どのようなリスクと機会がマテリア
リティであり、TNFD の提言に
沿った開示が必要か。

リスクと機会のマテリアリティ
評価

P1 この分析の結果、どのようなリス
ク管理、戦略、リソース配分の
決定を下すべきか？

戦略とリソースの配分戦略

P2 どのようにターゲットを設定し、進
捗状況を定義し、測定するの
か？

パフォーマンス管理

P3 TNFDの提言に沿った開示と
は？

レポーティング

P4 自然関連の開示はどこで、どの
ように行うのか？

プレゼンテーション

発見する
自然との接点L 診断する

依存とインパクトE 評価する
リスクと機会A 準備する

対応と報告P

エンゲージメント
シナリオ分析

TNFDによるLEAPアプローチ
に関するガイダンス

TNFDとは



（参考）ネクサスへの意識：気候変動・生物多様性と良質な生活の相互関係

24

出所： IGES 2021. 生物多様性と気候変動
IPBES-IPCC 合同ワークショップ報告書：IGES による翻訳と解説 . 髙橋康夫 , 津高政志 , 田辺清人 , 橋本禅 , 守分紀子 , 武内和彦 , 大橋祐輝 , 三輪幸司 , 山ノ下麻木乃 , 高橋健太郎 , 渡部厚志 , ⿑藤修 , 中
村惠里子 , 松尾茜 , 森秀行 , 伊藤伸彰 , 北村恵以子 , 青木正人 ( 訳・編著 ) .公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）, 葉山 , 32p.

TNFDとは
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当金庫の自然関連のポート分析および投融資先との対話・ファイナンス等の対応関係（LEAPアプローチ）

TNFDによるLEAPアプローチ
に関するガイダンス

＞

準備する
対応と報告

発見する
自然との接点

診断する
依存とインパクト

評価する
リスクと機会

ポートフォリオ分析と投融資先との対話で得られた情報を、不断に突合させ、当金庫にとってマテリアルな自然のリスクと機会の理解の精度を
向上させると同時に、顧客と共通の将来シナリオを基づくリスク・機会の分析を通じて、将来のリスク・機会の想定をアップデート

①ENCORE：
自然への依存×インパクト×ポートフォリオの大
きさで見たマテリアルなセクターの特定

③LIME3:
自然関連インパクトにかかるネイチャーフットプ
リント指標（EINES）による分析

➁ aiESG：
マテリアルな食農セクターにおけるロケーション
も考慮したサプライチェーン分析の拡充

投融資先との対
話を通じてリスク
と機会の分析、
理解を深化

• 自然関連事
業への投融資

• TNFD開示支
援等のソリュー
ション提供

• 自然関連リス
クと機会を考
慮したアセット
への投資

• 自然関連イン
パクト目標設
定の検討

など
④シナリオ分析：
シナリオ分析における気候と自然の一体的な理解に向けた検討
状況

自然の観点からのポートフォリオ分析 投融資先との対話

L E A P

リスクと機会
の認識を

突合

不断に更新

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



ENCOREを用いたマテリアルなセクターの特定(1/2)

ENCORE（Exploring Natural Capital Opportunities, Risks and Exposure）を用いて、各セクターの直接操業に特徴づけられる
依存とインパクトの状況を分析。分析を通じて、農林水産業に深く関連する生活必需品や投融資額が相対的に大きい資本財・サービスなど
における依存とインパクトが比較的に高いことを確認

ポートフォリオ全体の自然への依存とインパクトの全体像

26

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



ENCOREを用いたマテリアルなセクターの特定(2/2)

さらに、マテリアルな食農関連を含む生活必需品セクターについてはバリューチェーン分析を試行。上流については農産物・食品への依存・インパクト、
下流については日用品・消費者サービスへの依存・インパクトが相対的に大きいことを確認

生活必需品にかかるバリューチェーン分析結果

27

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



aiESGと連携したバリューチェーン分析

九州大学発のスタートアップaiESGと協業し、帯域産業連関モデルを用いて単位生産金額あたりの環境・社会面のインパクトを分析。食品小売・
生活必需品小売・レストランの3つのサブセクターにかかる環境・社会負荷が相対的に高いことを確認
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当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



食品小売における淡水使用量負荷のサプライチェーン分析のイメージ

日本の食品小売、生活必需品小売、百貨店セクターは、サプライチェーンを遡ると、米国の油糧種子事業にエクスポージャーがあり、米国の油
糧種子農業においては、雨水に加えて灌漑のための取水量が非常に多く、乾燥地域では水資源の枯渇リスクをもたらしていることを理解できる

米国：油糧種子事
業

日本：植物油・
油粕関連事業

日本：飼料原料

日本：菓子類

日本：畜豚

日本：その他食品

食品小売の淡水使用量負荷にかかるサプライチェーン

29

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



早稲田大学と連携したネイチャーフットプリント指標による分析（1/2）

投融資ポートフォリオが生物多様性に与える影響について評価すべく、Life Cycle Assessmentの手法を活用した持分フットプリント指標を試算。
分析の結果、ポートフォリオにおけるEINES（生物種絶滅リスクの増加を示す指標）は、0.021EINES/年（＝投融資により年間0.021種の絶
滅リスクを生じさせている）であることを算出

LIME3にかかる分析のプロセス

投融資 経済活動／
ロケーション 産業連関表 インパクト

ドライバー
環境フットプ
リント

結果の解
釈

Step1
投融資データの整備

Step2
産業連関表Eoraと

の接続

Step3
インパクトドライバーによる生物

多様性へのインパクト評価

Step4
インパクトの結果を解釈

𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = �𝑑𝑑𝑑𝑑 × 𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸

B𝐷𝐷𝐴𝐴:生物多様性被害評価
𝑑𝑑f: 特性化結果
EINES: 生物多様性被害係数
(LIME3)

結合 フットプリント
計算 解釈

農林中央金庫の
投融資ポートフォリオデータ

１ 3 4

統計データ 影響評価手法

各投融資先企業
持ち分フットプリント算定

2

バリューチェーン
(Scope3上流

のみ)

GHG
森林資源
土地利用

GHG
森林資源
土地利用

0.021EINES

2023年度の1年間での
当金庫の投融資における
生物多様性評価結果

EINES
生物種絶滅リスクの増加を示す指標 単位：種

比較対象
日本:1.5 EINES/year※1

※1
EORA2021による分析結果1.43EINES

30

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



（参考）ネイチャーフットプリントを用いた金融/投資機関における活用のための実証事業

31

2024年度より研究開発とSociety 5.0との橋渡しプログラム（BRIDGE）
の中で「金融/投資機関による自然関連情報開示促進と国際標準化を前提と
したネイチャーフットプリントの開発と実証事業」が始動、農林中金も参画

当金庫取組



（参考）State of Nature Metric（自然状態指標）

32

生態系の範囲 生態系の状態 種

ユニバーサル
指標

ケース特有
指標

①生態系範囲
(Ecosystem extent)

②敷地の状況
(Site condition)

③景観の状況
（Landscape 
condition）

④絶滅リスク
(Extinction Risk)

⑤優先される
生態系の範囲

(Extent of priority 
ecosystem)

⑥準自然状態の
割合

(Proportion of semi-
natural habitats)

⑦優先される
生態系の状況

(Condition of 
priority ecosystem)

⑧準自然状態の
状況

(Condition of semi-
natural habitats)

⑨種の個体数の
豊富さ

(Species population 
abundance)

優先される生態系 集約的土地利用
生物圏 優先される生態系 集約的土地利用

生物圏 優先される種ケース特有指標
トリガー

Nature Positive Initiative（NPI）はCOP16の直前に自然の状態に関する指標（State of Nature Metrics）の案を公表。
600以上存在する指標の中から、まずは陸域の自然の状態を測定する９つの指標を選定。4つはどのような状況でも適用可能なユニバーサ

ル指標、残り5つは特定の場面で使用するためのケース固有の指標。今後、海域、淡水域についても拡張の予定。
パブコメ期間を経て、2025年１月に改訂版を公表。これをパイロットテストにより検証する予定。



投融資とリスク管理におけるESGインテグレーション

33

当金庫取組

シナリオ分析で得られた気候変動のリスクと機会に対する知見、分析結果

2024年度までの新規実行額

累計9.0兆円



環境社会に重大な負の影響を与える可能性がある事業への投融資方針（投融資セクター方針）

34

当金庫取組

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



リスク管理におけるESGインテグレーション

35

当金庫取組

 与信先の信用力評価にかかる内部格付制度において、気候変動における高移行リスクセクターを中心とした一部セクターに属す
る先について、環境・社会リスク要素への対応状況を定性的な評価要素として考慮するなど、信用リスク管理との一体的な運用
を志向

出所：農林中金 Climate & Natureレポート2025



サステナブルファイナンスの取組みとネイチャーポジティブに向けた対応事例

2021 2022 2030…

2030年目標

2023 2024

1.5

2.9
64
2

10

1.5

2.6

64
2

2024
年度

累計
9.0
兆円

2.0

単位：兆円

サステナブルファイナンス新規実行額の実績推移 ネイチャーポジティブに向けた対応事例

資金充当のプロジェクト事例
• 低炭素農業に関連する技術支援
• 森林景観の回復・雇用の創出・持続可能な農業のためのト

レーニング

300 百万豪ドル
(約 267 億円)

世銀
サステナブル・ディベロップメント・ボンド
（2023年4月）

資金充当のプロジェクト事例
• 生物多様性にかかるサステナビリティ・リンクローンの実施
• 自然ベースのカーボンクレジット組成

300 百万豪ドル
(約 303 億円)

IFC
グリーンボンド
（2024年12月）

2030年度までにサステナブルファイナンスの新規実行額10兆円を組織目標として掲げている中で、足元9.0兆円まで進捗。その中には、世銀
やIFCが発行するネイチャーポジティブをテーマとした債券への投資等が含まれている
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食農バリューチェーンのトランジションにかかる取組方向

 食農バリューチェーンの川中・川下から川上への投資・支援の流れを強く、大きくしていくことでバリューチェーン全体のトランジションを推進

川上
（生産者）

川中・川下
（企業）

農林水産業由来のカーボンクレジット等
を通じ、川中・川下からの投資・支援の

流れを形成

担い手コンサルティング等の
会員と連携した生産者の

基盤強化

インセッティングコンソーシアム
等のステークホルダー連携の構

築

サステナブル・ファイナンス、
カーボンクレジット、TNFD開
示コンサル等のソリューション

インパクト可視化

VCのあるべき方向性への移行に向けた主な取組み

循環型農業、GHG計測等を通じ、川
上からの環境価値の流れを形成
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免責事項

• 本資料は情報提供、ディスカッションを⽬的として
作成されたものです。

• 本資料は作成時点で作成者が信頼に足ると判断
した情報をもとに作成されておりますが、情報の正
確性・完全性を保証するものではなく、掲載された
情報等を⽤いたことによって⽣じた損失については
⼀切の責任を負いかねます。

• 本資料の内容は個別の状況に照らして妥当また
は適切であることを保証するものではありません。
本資料に記載された内容の実施に際しては、これ
らの事項について妥当とされる専⾨家に助⾔を求
めることが必要です。

• 農林中央金庫の書⾯による許可なく本資料を第
三者へ開⽰・複製・配布はなされませんようお願い
いたします。

• 農林中央金庫およびグループ会社のアドバイザリー
サービス、投融資を受けるにあたっては所定の審査、
手続きが必要となり、ご希望に添えない場合もあり
ますのであらかじめご了承ください。

Climate＆Nature Report2025
は当金庫HPにて公表中

https://www.nochubank.or.jp/sustaina
bility/backnumber/pdf/2025/climate_
nature_2025.pdf
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